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令和６年度

第１９号

ご挨拶 生駒学園施設長 辻本佳嗣
平素より生駒学園の施設運営にご理解とご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。

本年度は、当学園の中学卒業生が全員高校進学を決定し、高校卒業生のうち７名が大学へ、２名が就労の道を選び

ました。子どもたちがそれぞれの未来へ踏み出せることを大変嬉しく思います。

また、新型コロナウイルスの影響が落ち着いたことで、多くの行事が再開されました。学園内でも新たな取り組み

として、夏祭りや施設内イベント、職員交流の場を設け、より温かい支援の環境づくりに努めています。

児童養護施設を取り巻く現状として、令和４年度の統計によれば、全国の児童相談所における児童虐待相談件数は

２１万件を超え、そのうち施設入所に至るのは４４００件、さらに児童養護施設に入所するのは２０００件となっています。施設に入所す

る子どもたちのケアニーズは年々高まり、支援の重要性が増しています。

一方で、少子高齢化が進む中、社会的養護の現場でも働き手の減少が深刻な問題となっており、職員確保が困難な状況にあります。社会的

養護を必要とする子どもたちは増加傾向にあり、それを支える職員確保が施設の大きな課題となっています。

生駒学園の理念である『感謝報恩』を大切にし、子どもたちが「ここで生活してよかった」「先生たちと出会えてよかった」と思えるよう

な支援を今後も続けてまいります。物価高騰など厳しい現状が続きますが、子どもたちの夢や目標を叶えられるよう、共に歩んでいきたい

と思います。今後とも、皆さまのご理解とご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
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令和６年度 福祉サービス苦情解決における状況（報告）

◇苦情、意見等の受付け件数 １２件（３月８日現在）

◇表明児童内訳 小学生男児０件、小学生女児１件 中学生男児３件、中学生女児７件（同じ内容で複数人あり）
高校生男女１件（大学生１件含む）

◇表明内容
・携帯電話所持について（中女子）・健診で胸囲を測る意味はあるのか（大女子）
・門限や自転車などルールについて（中女子）・ホームの他児との関係不良（中男子）（同一児童による複有）
・特定職員への不満（中女子複数人、複数枚）・中学校の先生の対応の仕方への不満（中女子）
・洗面所へのエアコン設置依頼（中女子）・特定職員の退職希望（複数）（中女子）
・女子の小規模施設はなぜないのか（小女子）・スマホ所持の時期について（中男子）

◇保護者からの意見、要望
今年度は特筆すべきことはなし。

◇対応結果
・記名されているものや、特定の氏名が書かれてあるものに対しては、直接確認を行い対応した内容を伝え、納
得を得ている。

・無記名の内容に関しては、ホーム単位に設置してある意見箱の内容をそのホーム全体に返すようにしている。
その上でまだ納得が得れないようなら、再度訴えや直接第三者委員への連絡が可能であることも伝える。

・中学生女子ホームにて特定職員への不満が多く見られた。意見箱に挙げれば職員が辞めるという風潮が流れて
おり、一時の感情で挙げている様子は否めない。

「苦情申し出窓口」の設置について

社会福祉法第８２条の規定により、本法人では、利用者からの苦情に適切に対応する体制を整えることと致しました。
本法人における苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員を下記により設置し、苦情解決に努めることと致しま
したので、お知らせ致します。

１.苦情解決責任者 辻本佳嗣（生駒学園 園長）

２.苦情受付担当者 小田秀治（主任児童指導員）岡田知恵美（主任保育士）

３.第三者委員 山内稔 （国際大学短大前教授）安部行照（生駒学園評議員）
天野正亮（東地区保護司会、民生委員会長）荒木敏宏（関西福祉科学大学心理科学部）
平田厚之（障がい児者支援Cレピラ常務理事）

４.苦情解決の方法
（１）苦情の受付

苦情は面接・電話・書面などにより苦情受付担当者が随時受付けます。なお第三者委員に直接苦情を申し出るこ
ともできます。

（２）苦情受付けの報告・確認
苦情担当者が受付けた苦情を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三者委員への報告を拒否した場合を
除く）に報告致します。第三者委員は内容を確認し、苦情申出人に対して、報告を受けた旨を通知します。

（３）苦情解決のための話し合い
苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、苦情申出人は、第三者委員
の立会いを求めることができます。なお、第三者委員の立会いによる話し合いは、次により行います。

ア.第三者委員による苦情内容の確認イ.第三者委員による解決案の調整、助言ウ.話し合いの結果や改善事項の確認
（４）大阪府の「運営適正委員会の紹介、本事業所で解決出来ない苦情は、大阪府社会福祉協議会に設置された運営適

正委員会に申し出ることができます。
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